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開発 した｡衛星観測と同期 した沿岸波浪計観測データを用いて検証 したところ､波長の推定誤差(RMSE)
は18.3m､波向のそれは15.5度であることが判った｡pALSAR画像から波高を推定するため､sAR画像 ･沿
岸波浪計の7組の同期観測2次元スペクトルを解析 し､両者を関係づける新 しい変調伝達関数(MTF)を導く
ことに成功 した｡これを用いてPALSAR画像からうねりの2次元スペクトルを求め､それを積分 して有義
波高に変換し､沿岸波高計観測有義波高と比較したところ､RMSEは0.3mであった｡
新 しく開発した導出手法を用いて､2006年9月24日のPALSAR画像から高空間解像度 (1kmx2km)のう
ねりパラメータ分布図を作成し､仙台湾におけるうねりの特性を調べた｡SAR導出波長分布を調べたとこ
ろ､微少振幅波理論から予想される波長分布とはぼ全海域で良い一致を見たが､うねりが到達する沿岸域
付近と海岸 ･海底地形が複雑な海域で､両者に大きな差異が生 じていた｡前者では波長が急速に短くなる
ので､スペクトル解析導出手法の空間解像度に問題があることが予想された｡そこで､それを改善するた
め､ウェーブレット解析による導出手法を導入 した｡その結果､沿岸域付近の差異は無くなった｡
Chenetal.(2004)は､特異摂動法により､海底地形の微小変化効果を定式化した｡その新 しい理論の適
用により､海岸 ･海底地形が複雑な海域におけるSARうねりパラメータの動向がよく説明できることがわ
かった｡
本研究は､L-bandSARによる表面波パラメータ導出手法を確立 し､SAR高解像度特性を活用 した沿岸
波浪解析研究に道を開いた｡これは､魂永亮が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を
有することを示している｡ したがって､魂永亮提出の博士論文は､博士 (理学)の学位論文として合格と
認める｡
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